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一

　

名
古
屋
市
の
昭
和
美
術
館
は
、
岐
阜
出
身
の
財
界
人
で
、
茶
の
湯
や
書
に
造

詣
の
深
か
っ
た
故
後
藤
幸
三
氏
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
美
術
館
で
あ
る
。
茶
道

具
を
中
心
に
、
美
術
品
な
ど
約
八
〇
〇
点
を
収
蔵
し
て
い
て
、
う
ち
、
源
家
長

筆
の
熊
野
懐
紙
、
二
十
卷
本
類
聚
歌
合
に
属
す
る
宇
多
院
歌
合
、
な
ら
び
に

永
久
四
年
四
月
四
日
院
北
面
和
歌
合
の
三
点
は
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
ほ
か
、
紀
州
本
万
葉
集
を
は
じ
め
、
伝
公
任
筆
太
田
切
、
藤
原
定
信

筆
石
山
切
（
貫
之
集
）、
伏
見
天
皇
筆
広
沢
切
な
ど
、
国
文
学
関
係
資
料
と
し

て
も
貴
重
な
も
の
が
少
な
く
な
い
。

　

こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
、飛
鳥
井
雅
親
筆
と
伝
称
さ
れ
る
歌
合
二
点
で
あ
る
。

　

雅
親
は
、
従
二
位
権
中
納
言
雅
世
の
子
息
で
、
応
永
二
十
三
（
一
四
一
六
）

年
生
ま
れ
。
公
卿
補
任
に
よ
れ
ば
、
文
安
五
（
一
四
四
八
）年
従
三
位
、
宝
徳

元
（
一
四
四
九
）年
右
衛
門
督
、
同
二
年
参
議
、
同
三
年
正
三
位
権
中
納
言
、

享
徳
四
（
一
四
五
五
）年
従
二
位
左
衛
門
督
、
長
禄
四
（
一
四
六
〇
）年
正
二

位
、
寛
正
四
（
一
四
六
三
）年
辞
左
衛
門
督
、
同
六
年
「
近
古
以
来
和
歌
可
撰

進
由
被
下
院
宣
畢
」、
文
正
元
（
一
四
六
六
）年
権
大
納
言
、
同
二
年
辞
。
そ
の

後
、文
明
五
（
一
四
七
三
）年
、五
十
八
歳
で
出
家
し
、法
名
を
栄
雅
と
称
し
た
。

延
徳
二
（
一
四
九
〇
）年
薨
。
七
十
四
歳
。

  

飛
鳥
井
家
は
歌
鞠
両
道
の
師
範
家
と
し
て
代
々
栄
え
た
が
、
雅
親
も
父
の
あ

と
を
継
ぎ
、
足
利
将
軍
家
に
仕
え
て
義
政
や
義
尚
、
ま
た
後
花
園
天
皇
や
後
土

御
門
天
皇
な
ど
を
指
導
す
る
立
場
に
あ
っ
た
。
家
集
に『
亜
槐
集
』『
続
亜
槐
集
』

『
飛
鳥
井
雅
親
集
』『
雅
親
詠
草
』
等
が
あ
る
。
一
方
、
書
の
面
に
お
い
て
も
す

ぐ
れ
て
い
て
、
い
わ
ゆ
る
栄
雅
流
の
祖
と
さ
れ
る
。
末
尾
に
示
し
た
図
版
Ａ
・

Ｂ
は
雅
親
真
筆
の
和
歌
懐
紙
と
短
冊
と
で
あ
り（

注
１
）、

雅
親
の
筆
跡
判
断
の
際
に

K
U

BO
K

I T
etsuo

久
保
木　

哲　

夫

伝
飛
鳥
井
雅
親
筆
歌
合
二
点

Tw
o Utaaw

ases A
ttributed to A

SU
K

A
I M

asachika

The Tsuru UniversityReview, No.82（October, 2015）
都留文科大学研究紀要　第82集（2015年10月）



（ 32 ）

都留文科大学研究紀要　第82集（2015年10月）

基
準
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二

　

ま
ず
最
初
の
一
点
は
、
康
正
元
（
一
四
五
五
）年
十
二
月
二
十
七
日
内
裏
歌

合
で
あ
る
。
後
花
園
天
皇
主
催
、
雅
親
判
。
群
書
類
従
巻
二
百
八
に
収
め
ら
れ

る
ほ
か
、写
本
と
し
て
は
、宮
内
庁
書
陵
部
に
智
仁
親
王
筆
本
（
五
一
〇
・
三
八
）

ほ
か
二
点
、
内
閣
文
庫
本
（
二
〇
一
・
二
五
〇
）、
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
旧
高
松

宮
本
、
神
宮
文
庫
本
、
熊
本
大
学
北
岡
文
庫
本
な
ど
が
あ
る
が
、
基
本
的
に
は

い
ず
れ
も
群
書
類
従
本
と
同
じ
で
あ
る
。

　

そ
の
群
書
類
従
本
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
、

　
　
　

庭
残
菊
、
水
鳥
、
松
雪
深
、
忍
久
恋
、
祝
言

と
題
が
示
さ
れ
、
次
い
で
、

　
　

左
方　

女
房
（
後
花
園
天
皇
）、
式
部
卿
親
王
（
貞
常
）、
関
白
（
持
通
）、

　
　
　
　
　

右
大
臣
（
教
房
）、
入
道
前
内
大
臣
（
公
保
）、
権
大
納
言
公
綱
、

　
　
　
　
　

太
宰
権
帥
実
雅
、
左
衛
門
督
雅
親
、
左
近
権
中
将
雅
康
、

　
　
　
　
　

前
大
僧
正
満
意

　
　

右
方　

准
后
（
兼
良
）、
前
内
大
臣
（
実
量
）、
右
大
将
義
政
、

　
　
　
　
　

前
大
納
言
資
任
、
権
大
納
言
親
通
、
権
大
納
言
勝
光
、

　
　
　
　
　

沙
弥
浄
空
（
雅
永
）、
右
兵
衛
督
為
富
、
前
大
僧
正
義
運
、

　
　
　
　
　

権
少
僧
都
忠
雅

と
い
う
、
左
右
一
〇
名
ず
つ
の
作
者
名
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
勝
、
持
、
負
の
数
が

記
さ
れ
る
。
そ
の
後
、

　
　

判
者　

左
衛
門
督
雅
親
朝
臣

と
記
さ
れ
、
歌
合
本
文
に
入
る
。
五
題
、
五
〇
番
。
管
見
に
入
っ
た
伝
本
を
校

合
し
た
限
り
で
は
、
類
従
本
に
や
や
細
か
な
ミ
ス
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
い

ず
れ
も
ほ
ぼ
同
内
容
・
同
形
式
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
今
回
調
査
し
得
た
昭
和
美

術
館
本
の
み
は
少
し
く
異
な
っ
て
い
る
。
図
版
Ｃ
、
Ｄ
に
示
し
た
よ
う
に
、
ま

ず
本
文
が
あ
り
、
末
尾
に
、

　
　

判
者
左
衛
門
督
雅
親

と
あ
っ
て
、作
者
名
と
勝
負
の
数
が
記
さ
れ
る
。
判
者
名
に
「
朝
臣
」
は
な
い
。

実
は
当
該
歌
合
は
古
書
肆
の
弘
文
荘
か
ら
購
入
し
た
も
の
の
よ
う
で
、『
弘
文

荘
待
賈
古
書
目
』
第
三
十
三
号
（
昭
和
34)

に
、

　
　
康
正
元
年

内
裏
五
十
番
歌
合
飛
鳥
井
雅
親
自
筆

原
本　
　
　
　
　

一
巻

　

紙
高
三
〇
、八
糎
。
上
質
の
鳥
の
子
紙
丗
一
枚
つ
ぎ
、
長
巻
。
和
歌
一

首
二
行
書
き
、
謹
写
。
そ
の
書
典
雅
、
悠
揚
迫
ら
ず
、
自
ら
一
家
の
風
を

な
す
。
巻
末
に
「
判
者
左
衛
門
督
雅
親
」
と
し
て
以
下
に
女
房
（
後
花
園

天
皇
）、
右
近
大
将
（
将
軍
義
政
）
等
二
十
人
の
作
者
を
記
、
尾
に
「
康

正
元
年
十
二
月
廿
七
日
」。
文
字
は
名
家
筆
蹟
考
所
載
の
雅
親
の
筆
蹟
と

対
照
し
て
、
そ
の
真
蹟
た
る
こ
と
確
然
。
本
文
及
び
作
者
名
の
中
で
、
将

軍
義
政
に
つ
い
て
の
み
「
右
近
大
将
義
─
」
と
し
て
わ
ざ
と
名
の
一
字
を

缺
い
て
敬
意
を
表
し
て
居
る
所
か
ら
推
し
て
、
恐
ら
く
判
者
雅
親
（
正
二

位
権
大
納
言
、
延
徳
二
年
薨
。
義
政
の
和
歌
の
師
、
当
代
和
歌
界
の
耆
宿
）

が
浄
書
し
て
義
政
に
献
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
雅
親
は
又
能
書
の
聞
え
高

く
、飛
鳥
井
流
の
書
道
の
祖
で
あ
る
。
古
金
襴
原
装
、元
箱
入
。
保
存
極
良
。

と
の
記
述
が
あ
る
。
要
す
る
に
判
者
雅
親
の
真
筆
に
間
違
い
な
い
も
の
と
す
る

の
だ
が
、
確
か
に
前
掲
の
和
歌
懐
紙
や
短
冊
と
比
較
す
る
と
雅
親
筆
と
認
め
て

も
い
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

本
文
は
群
書
類
従
本
等
に
較
べ
て
大
差
は
な
い
が
、
比
較
的
大
き
な
異
同
と
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伝飛鳥井雅親筆歌合二点

し
て
は
、
先
述
の
形
式
面
の
ほ
か
に
、
三
十
八
番
歌
の
判
定
が
あ
る
。
群
書
類

従
本
等
で
は
、

　
　

三
十
八
番

　
　
　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
大
納
言
公
綱

　
　

つ
ゝ
み
し
は
幾
年
な
み
そ
お
も
ひ
川
な
か
れ
て
の
世
の
浮
名
ひ
と
つ
に

　
　
　
　
　

右
勝                              　
　
　
　
　

権
少
僧
都
忠
雅

　
　

思
へ
と
も
い
は
か
き
ふ
ち
の
そ
こ
ひ
な
く
幾
よ
つ
も
れ
る
涙
と
か
し
る

左
下
句
な
と
よ
ろ
し
右
き
く
の
し
ら
露
け
ふ
こ
と
に
と
い
へ
る
歌
を
と

れ
る
に
や
難
な
く
き
こ
ゆ
可
為
勝

と
あ
り
、
右
の
「
勝
」
と
す
る
が
、
昭
和
美
術
館
本
で
は
、

　
　

三
十
八
番

　
　
　
　
　

左
持　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
大
納
言
公
綱

つ
ゝ
み
し
は
い
く
と
し
な
み
そ
お
も
ひ
川
な
か
れ
て
の
世
の
う
き
名
ひ
と

つ
に

　
　
　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
少
僧
都
忠
雅

　
　

お
も
へ
と
も
い
は
か
き
渕
の
そ
こ
ひ
な
く
い
く
世
つ
も
れ
る
涙
と
か
し
る

左
下
句
な
と
よ
ろ
し
右
菊
の
し
ら
露
け
ふ
こ
と
に
と
い
へ
る
歌
を
と
れ

る
に
や
難
な
く
き
こ
ゆ
可
為
持

と
な
っ
て
い
て
、判
定
は
「
持
」
な
の
で
あ
る
。
類
従
本
系
の
他
本
に
は
「
左
」

「
右
」
の
項
に
直
接
勝
ち
負
け
の
判
を
記
し
て
い
る
も
の
は
な
い
が
、
そ
れ
で

も
判
詞
の
項
で
は
は
っ
き
り
と
「
右
…
…
難
な
く
き
こ
ゆ
、
可
為
勝
」
と
い
ず

れ
の
本
文
に
も
あ
り
、
右
を
「
勝
」
と
し
て
い
る
。「
持
」
と
す
る
の
は
当
該

本
文
の
み
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
判
詞
の
論
調
か
ら
い
え
ば
、左
は
「
よ
ろ
し
」

で
、
右
は
「
難
な
く
き
こ
ゆ
」
で
あ
る
。
当
然
な
が
ら
「
持
」
が
穏
当
な
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
の
作
品
に
対
す
る
言
及
は
、
井
上
宗
雄
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究　

室
町
前

期
』

（
注
２
）が

ほ
と
ん
ど
唯
一
の
も
の
で
、
そ
こ
で
は
、

雅
親
は
丗
九
歳
、
こ
の
年
尭
孝
を
、
前
年
持
為
を
、
三
年
前
に
父
祐
雅
を

亡
く
し
て
、
歌
道
師
範
と
し
て
言
わ
ば
初
の
晴
の
歌
合
の
判
者
で
あ
り
、

（
中
略
）
古
典
・
古
歌
を
博
引
し
、
穏
健
な
判
を
願
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

雅
親
初
期
の
歌
論
を
窺
う
に
足
り
る
。

と
述
べ
て
い
る
。

　

群
書
類
従
本
は
も
ち
ろ
ん
、
書
陵
部
蔵
本
を
は
じ
め
、
写
本
類
の
す
べ
て
は

江
戸
期
の
書
写
で
あ
る
の
に
対
し
、
当
該
伝
本
は
判
者
で
あ
る
飛
鳥
井
雅
親
の

真
筆
本
で
あ
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
も
の
で
あ
る
。
間
違
い
な
く
、
最
も
尊

重
す
べ
き
本
文
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
三

　

も
う
一
点
は
、「
飛
鳥
井
雅
親
卿　

謌
合
一
巻
」
と
す
る
古
筆
了
延
の
極
札

を
持
つ
、
や
は
り
伝
雅
親
筆
の
歌
合
で
あ
る
。
箱
書
に
は
「
二
十
番
歌
合　

飛

鳥
井
雅
親
筆
」
と
あ
る
。

  

康
正
元
年
内
裏
歌
合
と
同
じ
よ
う
に
こ
れ
も
弘
文
荘
か
ら
購
入
し
た
も
の
の

よ
う
で
、『
弘
文
荘
待
賈
古
書
目
』
第
十
七
号
（
昭
和
24
）
に
次
の
よ
う
な
記

述
が
あ
る
。

二
十
番
歌
合
伝
飛
鳥
井
雅
親
筆

足
利
中
期
写　

一
巻

　

紙
高
約
丗
糎
、
一
首
二
行
書
。
海
辺
霞
、
松
間
花
、
暁
郭
公
、
江
上
月
、

野
外
萩
、
夕
千
鳥
、
忍
久
恋
、
恨
絶
恋
、
夜
述
懐
、
社
頭
祝
の
十
題
に
つ

き
て
、
正
位
、
一
林
、
直
説
、
信
尭
の
四
人
が
各
十
首
づ
つ
合
せ
た
る
も
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の
。
巻
末
に
、「
御
判
三
条
西
殿
、
点
者
冷
泉
院
殿
」
と
あ
り
。
浄
写
本
。

筆
者
は
古
く
雅
親
と
伝
へ
た
り
。
明
証
な
き
も
、
筆
致
は
そ
の
人
に
酷
似

し
、
時
代
も
亦
協
へ
り
。
古
雅
原
装
。「
大
日
本
歌
書
綜
覧
」
未
載
。

　

確
か
に
『
大
日
本
歌
書
綜
覧
』
に
は
未
載
で
、
こ
れ
ま
で
こ
の
作
品
に
つ
い

て
学
界
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
が
、
新
刊
の
『
和
歌

文
学
大
辞
典
』

（
注
３
）（

古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
刊
）
で
は
じ
め
て
こ
れ
を
立
項
し
、
次

の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
（
執
筆　

佐
々
木
孝
浩
）。

二
十
番
歌
合　

に
じ
ふ
ば
ん
う
た
あ
は
せ
〔
室
町
時
代
歌
合
〕

　
『
弘
文
荘
待
賈
古
書
目
』
17
・
20
に
掲
載
さ
れ
た
伝
飛
鳥
井
雅
親
筆
の

歌
合
で
、
現
在
所
在
不
明
の
巻
子
装
一
軸
。
海
辺
霞
以
下
一
〇
題
で
、
作

者
は
正
位
・
一
林
・
直
説
・
信
堯
の
四
名
。
巻
末
に
「
御
判
三
条
西
殿
、

点
者
冷
泉
院
殿
」と
あ
り
、実
隆
判
で
為
広
か
為
和
が
点
者
で
あ
っ
た
。『
再    

昌
草
』
大
永
三
（
一
五
二
三
）年
詠
草
中
に
、
一
林
・
直
説
・
正
位
の
三

首
が
見
え
、
丹
波
か
ら
の
依
頼
と
判
る
。
雅
親
筆
の
可
能
性
が
高
い
。
地

方
歌
人
の
歌
合
で
あ
る
点
で
も
貴
重
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
作
品
そ
の
も
の
は
見
て
お
ら
ず
、『
弘
文
荘
待
賈
古
書
目
』
に
あ

る
記
述
に
よ
っ
て
紹
介
し
て
い
る
の
だ
が
、「
現
在
所
在
不
明
」
と
し
て
い
る
。

実
際
に
作
品
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
で
も
常
に
こ
う
し
た
と
こ
ろ

に
目
配
り
を
し
て
い
る
点
は
さ
す
が
だ
が
、
さ
ら
に
驚
く
べ
き
こ
と
は
、『
弘

文
荘
待
賈
古
書
目
』
に
記
さ
れ
て
い
る
一
林
・
直
説
・
正
位
の
三
人
の
作
者
の

名
前
が
『
再
昌
草
』
大
永
三
年
の
詠
草
中
に
見
え
る
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。『
再

昌
草
』
は
判
者
三
条
西
実
隆
の
家
集
で
あ
り
、
こ
の
指
摘
は
極
め
て
重
要
な
意

味
を
持
つ
だ
ろ
う
。

　
『
再
昌
草
』
第
廿
三
に
は
次
の
よ
う
な
形
で
載
っ
て
い
る
。

丹
波
国
へ
、
去
年
歌
よ
み
て
つ
か
は
し
た
り
し
返
事
、
此
春
の
末
つ

か
た
到
来 

歌
合
判
所
望
、
廿
番
歌
合
判
か
き
て
、
六
月
十
八
日
つ
か
は
し
侍

　
　

こ
と
の
葉
の
花
の
み
や
こ
の
情
の
み
松
も
お
も
は
ん
あ
ま
の
は
し
た
て

　

一
林
（
四
三
八
九
）

　
　

橋
た
て
の
波
に
か
け
す
は
を
よ
ひ
な
き
詞
の
花
の
色
を
み
ま
し
や

　

直
説
（
四
三
九
〇
）

　
　

九
重
の
都
の
人
の
こ
と
の
は
に
か
ゝ
る
は
し
る
や
あ
ま
の
橋
た
て

　

正
位
（
四
三
九
一
）

　

周
知
の
よ
う
に
『
再
昌
草
』
は
い
わ
ゆ
る
日
次
家
集
で
、
詠
作
年
次
が
「
大

永
三
（
一
五
二
三
）年
」
で
あ
る
こ
と
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
去
年
、
丹
波

国
へ
実
隆
が
歌
を
詠
ん
で
や
っ
た
。
そ
の
返
事
が
今
年
の
春
の
末
つ
方
に
届
い

た
。
お
そ
ら
く
実
隆
か
ら
歌
が
送
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
感
激
し
、
お
礼
の
気
持

ち
を
詠
ん
だ
歌
な
の
で
あ
ろ
う
、「
花
の
み
や
こ
の
情
の
み
」
と
か
、「
を
よ
び

な
き
詞
の
花
の
色
を
み
ま
し
や
」
と
か
、「
九
重
の
都
の
人
の
こ
と
の
は
に
」

と
か
、最
大
限
の
表
現
を
用
い
て
謝
意
を
表
し
て
い
る
。
た
だ
、い
ず
れ
も
「
天

の
橋
立
」
を
詠
ん
で
い
る
の
は
、
あ
る
い
は
「
丹
波
国
」
で
は
な
く
、「
丹
後

国
」
の
誤
り
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
そ
の
際
、
自
分
た
ち
で
催
し
た
歌

合
の
判
を
頼
ん
で
来
た
の
で
あ
ろ
う
。「
歌
合
判
所
望
、
廿
番
歌
合
判
か
き
て
、

六
月
十
八
日
つ
か
は
し
侍
」
と
あ
る
。

　
「
春
の
末
つ
か
た
」
に
返
事
が
到
来
し
、
併
せ
て
判
の
依
頼
が
あ
っ
た
と
す

る
と
、
そ
れ
か
ら
「
六
月
十
八
日
」
に
な
っ
て
「
つ
か
は
し
侍
」
と
い
う
の
は

や
や
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
当
該
歌
合
の
作
者

四
人
の
う
ち
三
人
ま
で
も
名
を
連
ね
、
し
か
も
「
廿
番
」
の
歌
合
で
あ
る
。
ま

ず
間
違
い
な
く
関
連
す
る
記
述
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
一
人
、
信
尭
の

名
は
な
い
。
井
上
宗
雄
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究　

室
町
後
期
』

（
注
４
）に

よ
る
と
、「
三

条
西
実
澄
公
甲
信
紀
行
の
哥
」
な
る
文
献
に
「
精
進
の
海
御
渡
の
舟
の
中
に
て
」
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詠
ん
だ
と
い
う
歌
群
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
中
に
「
信
尭
」
の
名
が

見
え
る
が
、
甲
斐
国
精
進
湖
で
の
話
で
、
時
代
も
天
文
十
五
（
一
五
四
六
）年

な
い
し
は
十
六
年
の
こ
と
の
よ
う
な
の
で
、
ず
っ
と
後
の
こ
と
と
な
る
。
別
人

の
可
能
性
が
強
い
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
別
に
筆
蹟
の
問
題
が
あ
る
。『
弘
文
荘
待
賈
古
書
目
』
に
は
「
筆
者

は
古
く
雅
親
と
伝
へ
た
り
。
明
証
な
き
も
、
筆
致
は
そ
の
人
に
酷
似
し
、
時
代

も
亦
協
へ
り
。」
と
あ
り
、『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
で
も
そ
れ
を
受
け
、「
雅
親

筆
の
可
能
性
が
高
い
。」
と
述
べ
て
い
る
が
、図
版
Ｅ
・
Ｆ
と
し
て
掲
げ
た
巻
頭
、

巻
尾
の
筆
蹟
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
図
版
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
と
は
同
筆
と
は
思

え
な
い
。
何
よ
り
も
、も
し
こ
の
歌
合
の
催
行
年
次
が『
再
昌
草
』に
見
え
る「
大

永
三
年
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
延
徳
二
年
に
薨
じ
た
雅
親
は
す
で
に
三
十
数
年
も

前
に
世
を
去
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
絶
対
に
あ
り
得
な
い
話
で
も
あ
る
。

　

井
上
宗
雄
著
の
前
記
二
書
に
は
室
町
期
に
お
け
る
地
方
歌
壇
の
隆
盛
ぶ
り
が

種
々
の
記
録
類
か
ら
導
き
出
さ
れ
、
縷
々
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
歌
合
は
そ

の
具
体
例
と
し
て
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
の
で
は
な
い
か
。
三
条
西
実
隆

の
判
定
ぶ
り
も
ま
た
興
味
深
い
。

　

雅
親
自
筆
と
思
わ
れ
る
康
正
元
年
内
裏
五
十
番
歌
合
も
雅
親
が
判
者
で
あ
る

だ
け
に
非
常
に
貴
重
だ
が
、
内
容
的
に
は
多
少
問
題
が
あ
る
に
し
て
も
す
で
に

知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
こ
の
二
十
番
歌
合
は
ま
っ
た
く

の
孤
本
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
「
所
在
不
明
」
と
も
さ
れ
て
き
た
本
文
で
あ
る
。

以
下
に
そ
の
全
文
を
翻
刻
し
、
室
町
期
地
方
歌
壇
研
究
の
一
助
と
し
た
い
。

注１　

小
松
茂
美
『
日
本
書
流
全
史
』
講
談
社　

昭
和
45　

よ
り
転
載
。

２　

井
上
宗
雄
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究　

室
町
前
期
』
風
間
書
房　

昭
和
36

３　
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

平
成
26

４　

井
上
宗
雄
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究　

室
町
後
期
』
明
治
書
院  

昭
和
47

　

な
お
資
料
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
昭
和
美
術
館
の
後
藤
さ
ち
子
、
後
藤
み
ち

子
両
氏
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
図
版
掲
載
や
翻
刻
に
際

し
て
も
種
々
お
心
遣
い
い
た
だ
い
た
。
ま
た
徳
川
美
術
館
の
四
辻
秀
紀
氏
、
宮

内
庁
書
陵
部
の
杉
本
ま
ゆ
子
氏
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
田
中
大
士
氏
に
も
お

世
話
に
な
っ
た
。
と
も
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

【
二
十
番
歌
合
】

    　

謌
合

    

　
　

海
辺
霞

一
番

   　

左
勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

正
位

　

あ
さ
ほ
ら
け
は
る
か
に
見
え
し
な
こ
の
海
の

　

浪
の
奥
ま
て
か
す
む
春
か
な

   　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
林

　

す
ま
の
浦
や
う
し
ろ
の
山
の
あ
ら
し
さ
へ

　

音
せ
ぬ
波
の
か
す
む
春
か
な

左
哥
た
け
あ
る
や
う
に
て
尤
よ
ろ
し
右
哥
こ
れ
や
あ
ま
の
し
ほ
や
く

／
な
ら
ん
と
お
ほ
し
わ
た
る
は
う
し
ろ
の
山
に
柴
と
い
ふ
物
ふ
す
ふ
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る
な
り
け
り
と
／
物
語
の
詞
に
て
は
艶
に
侍
る
を
す
ま
の
浦
や
う
し

ろ
の
山
の
と
う
ち
出
た
る
／
さ
せ
る
詮
な
く
て
は
哥
に
と
り
て
さ
し

つ
め
て
優
に
し
も
き
こ
え
す
や
／
な
こ
の
海
の
波
は
い
か
さ
ま
に
も

た
ち
ま
さ
り
侍
ら
ん
か
し

二
番

   　

左
持 　
　
　
　
　
　
　
　
　

直
説

　

名
に
し
お
ふ
し
の
ふ
の
浦
も
う
ち
か
す
む

　

な
み
よ
り
春
の
色
や
み
ゆ
ら
ん

   　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
尭

　

朝
ほ
ら
け
み
ち
ひ
も
見
え
て
浦
か
せ
に

　

な
ひ
く
霞
や
春
の
初
し
ほ

左
の
し
の
ふ
の
浦
名
に
し
お
ふ
と
を
か
れ
た
る
様
あ
り
け
に
侍
る
を

下
の
／
句
よ
の
つ
ね
の
事
に
み
え
侍
り
右
の
春
の
は
つ
し
ほ
は
み
ち

ひ
か
塩
／
の
事
に
や
専
一
に
も
お
ほ
え
侍
ら
す
い
つ
れ
を
ま
さ
り
い

つ
れ
を
／
を
と
れ
り
と
も
さ
た
め
か
た
く
や

　
　

松
間
花

三
番

   　

左                    

直
説

　

み＼

ね
の
松
し
か
ら
み
か
く
る
木
の
ま
よ
り

　

う
ち
い
つ
る
色
や
花
の
し
ら
浪

　
　

右
勝                   

正
位

　

高
砂
や
松
の
み
と
り
も
あ
さ
な
〳
〵

　

ひ
と
し
ほ
ま
さ
る
花
の
色
か
な

左
哥
花
の
し
ら
波
を
い
ひ
た
て
ん
と
に
は
侍
ら
め
と
風
の
か
け
た
る

し
か
ら
み
／
は
と
い
へ
る
や
う
に
は
あ
ら
て
嶺
の
松
し
か
ら
み
か
く

る
の
詞
つ
ゝ
き
木
に
縁
／
て
魚
を
求
る
に
ゝ
た
り
右
高
砂
の
松
の
み

と
り
は
心
詞
あ
ひ
か
な
ひ
て
／
ま
こ
と
に
一
し
ほ
ま
さ
る
と
そ
見
え

侍
る

四
番

   　

左
勝            　

 　

 　
　
　

信
尭

　

松＼

に
見
し
雪
は
き
の
ふ
の
お
も
影
や

　

は
な
に
消
か
へ
る
春
の
明
ほ
の

   　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
林

　

春
の
夜
は
と
を
山
松
の
木
の
間
よ
り

　

あ
け
つ
ゝ
花
の
色
や
み
ゆ
ら
む

　
　
　

花
に
き
え
か
へ
る
春
の
明
ほ
の
妖
艶
に
侍
り
／
以
左
為
勝

　
　

暁
郭
公

五
番

　
　

左
持 　

 　
　
　
　
　
　
　
　

正
位

　

郭
公
か
た
ら
ひ
あ
か
せ
宿
に
な
く

　

ゆ
ふ
つ
け
鳥
に
こ
ゑ
を
た
く
へ
て

　
　

右　

                  　
　
　

信
尭

　

物
お
も
は
ぬ
袖
た
に
あ
れ
や
ほ
と
ゝ
き
す

　

た
か
か
へ
る
夜
の
涙
そ
へ
け
む

左
殊
難
な
し
右
物
お
も
は
ぬ
袖
た
に
あ
れ
や
心
あ
る
さ
ま
に
侍
る
を

し
／
の
ゝ
め
と
契
て
さ
け
る
槿
に
た
か
か
へ
る
さ
の
涙
を
く
ら
ん
と

い
へ
る
哥
／
心
は
か
は
り
て
侍
れ
と
も
下
句
同
類
と
申
い
た
す
人
も

や
侍
ら
ん
と
／
其
疑
な
き
に
あ
ら
さ
れ
は
愚
意
猶
捨
か
た
く
は
覚
侍

れ
と
も
／
先
以
為
持

六
番
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左
持             　
　
　
　
　

直
説

　

い
つ
ま
て
の
空
に
か
き
か
む
老
ら
く
の

　

ね
さ
め
と
ふ
夜
の
山
ほ
と
ゝ
き
す

   　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
林

　

影
お
し
き
有
明
の
月
の
を
ち
か
た
に

　

お
も
ひ
か
ね
て
や
な
く
ほ
と
ゝ
き
す

右
お
も
ひ
か
ね
て
や
な
く
郭
公
近
来
の
秀
逸
に
侍
る
を
左
い
つ
ま
て

の
／
空
に
か
き
か
む
と
い
へ
る
老
懐
し
の
ひ
か
た
く
雪
山
の
鳥
語
も

此
郭
公
／
に
お
も
ひ
あ
は
せ
ら
れ
て
無
常
の
こ
と
は
り
身
を
せ
め
て

数
行
の
涙
／
禁
し
か
た
く
忘
前
失
後
勝
負
を
さ
た
め
す
ま
か
り
成
ぬ

   　

江
上
月

七
番

   　

左            　
　
　
　

      

直
説

  

な
か
め
つ
ゝ
お
し
む
に
か
ひ
も
な
か
れ
江
の

　

水
に
を
く
れ
ぬ
月
の
影
か
な

　
　

右
勝                   　
　
　

信
尭

　

水＼

の
江冷
泉
殿
如
此
筆
を
上
加
者
也

や
か
へ
る
浪
ち
に
月
ふい

けて

てゝ

　

む
か
し
おほ
の
め
く
歟

ほ
ゆ
る
う
ら
の
松
か
せ

此
番
水
に
を
く
れ
ぬ
月
の
影
を
か
し
く
み
え
侍
れ
と
も
右
／
浦
嶋
の

む
か
し
を
お
も
へ
る
に
や
猶
可
為
勝

八
番

　
　

左
勝 　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
位

　

水
の
江
や
う
ら
嶋
か
け
て
み
る
ま
ゝ
に

　

な
か
は
た
け
た
る
秋
の
夜
の
月

   　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
林

　

浪
な
か
ら
尾
花
ち
る
夜
の
月
み
れ
は

　

ま
の
ゝ
入
江
に
秋
か
せ
そ
ふ
く

左
哥
な
か
は
た
け
た
る
秋
の
夜
の
月
幽
玄
に
侍
る
を
第
三
句
よ
は
き

／
や
う
に
や
侍
ら
ん
右
又
下
句
つ
ね
に
聞
心
ち
し
侍
り
両
方
雌
雄
／

を
弁
か
た
き
に
つ
き
て
水
の
江
の
う
ら
嶋
い
か
て
か
他
国
の
名
所
に

を
／
よ
は
す
と
は
申
侍
る
へ
き
大
か
た
も
又
と
か
な
く
侍
れ
は
水
の

江
の
／
月
す
み
ま
さ
れ
る
に
こ
そ

　
　

野
外
萩

九
番

   　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
位

  

あ
さ
ち
ふ
の
を
の
ゝ
さ
ひ
し
き
秋
の
色
も

　

い
さ
し
ら
露
に
萩
の
さ
く
比

   　

右
勝 　
　
　
　
　
　
　
　
　

直
説

　

露＼

を
た
に
袖
に
吹
こ
せ
秋
は
き
の

　

は
な
よ
り
す
く
る
野
へ
の
夕
か
せ

両
首
秋
萩
の
花
を
愛
す
る
心
さ
し
と
り
〳
〵
あ
さ
か
ら
さ
る
に
／
つ

き
て
露
を
た
に
袖
に
吹
こ
せ
と
い
へ
る
こ
と
に
／
わ
り
な
く
見
え
侍

れ
は
可
為
勝

十
番

　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
林

　

か
り
衣
す
そ
野
ゝ
露
の
夕
ま
て

　

ぬ
れ
〳
〵
み
つ
る
秋
萩
の
は
な

　
　

右
勝 　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
尭

　

名
に
し
お
ふ
あ
た
の
大
野
ゝ
は
き
か
花

　

誰
に
か
こ
た
む
露
の
秋
か
せ
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左
ぬ
れ
〳
〵
み
つ
る
な
と
を
か
し
く
は
侍
れ
と
も
右
誰
に
／
か
こ
た

ん
露
の
秋
風
猶
艶
な
る
す
か
た
に
侍
る
に
や

　
　

夕
千
鳥

十
一
番

　
　

左
勝             　
　
　
　

直
説

　

浦
と
を
み
空
に
行
か
ふ
お
も
影
も

　

ほ
の
か
に
く
れ
て
な
く
千
鳥
か
な

　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
林

　

う
ら
風
も
く
れ
て
は
け
し
く
鳴
海
か
た

　

浪
ち
は
る
か
に
千
鳥
た
つ
な
り

　
　
　

左
お
も
か
け
さ
ひ
て
や
さ
し
勝
と
す
へ
し

十
二
番

　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
位

　

く
れ
か
ゝ
る
浪
の
あ
は
ち
の
嶋
人
を

　

か
た
ら
ひ
か
ほ
に
な
く
千
と
り
か
な

　
　

右
勝                   　
　

信
尭

　

な＼

に
を
か
は
か
た
み
の
浦
の
友
千
と
り

　

こ
ゑ
も
構
て
く
る
ゝ
波
か
な

左
源
兼
昌
か
淡
路
嶋
か
よ
ふ
千
鳥
の
な
く
こ
ゑ
に
と
よ
め
る
は
／

た
ゝ
あ
り
に
て
幽
玄
に
侍
る
を
浪
の
淡
路
新
造
の
詞
つ
ゝ
き
／
甘
心

せ
ら
れ
す
か
た
み
の
浦
は
こ
と
な
る
難
な
く
て
／
可
然
哉
如
何

　
　

忍
久
恋

十
三
番

   　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
位

　

人
し
れ
す
思
ふ
は
か
り
の
こ
ゝ
ろ
も
て

　

い
く
ゆ
ふ
暮
を
な
か
め
き
ぬ
ら
む

　
　

右
勝 　
　
　
　
　
　
　
　

一
林

　

お
も
ひ
つ
ゝ
さ
す
か
に
あ
か
し
く
ら
す
か
な

　

も
ら
し
そ
む
へ
き
お
り
は
あ
れ
と
も

左
右
お
な
し
程
に
侍
れ
と
も
右
も
ら
し
そ
む
へ
き
／
お
り
は
あ
れ
と

も
お
も
ひ
入
た
る
所
あ
る
に
似
た
り
／
ま
さ
る
と
申
へ
き
に
や

十
四
番

　
　

左
持 　
　
　
　
　
　
　
　

直
説

　

消
ね
た
ゝ
ふ
り
ぬ
る
ま
て
の
身
の
う
さ
も

　

色
に
も
ら
さ
ぬ
露
の
命
よ

　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
尭

　

い＼

く
秋
を
た
も
と
に
か
け
て
思
草

　

ま
た
下
も
え
の
露
は
ら
ふ
ら
む

右
の
思
草
哥
か
ら
な
に
と
な
く
よ
ろ
し
く
侍
る
を
秋
□
あ
た
り
／
て

ま
た
下
も
え
と
い
は
ん
事
其
理
叶
へ
し
や
い
か
に
と
も
／
い
ま
た
思

得
侍
ら
す
左
も
勝
ま
て
は
い
か
ゝ
と
覚
侍
れ
は
先
以
為
持

　
　

恨
絶
恋

十
五
番

　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　

直
説

　

ち
き
り
し
は
跡
な
き
夢
と
成
に
け
り

　

か
ゝ
ら
む
と
て
や
う
ら
み
そ
め
け
む

　
　

右
勝 　
　
　
　
　
　
　
　

正
位

　

い
か
に
人
つ
れ
な
き
を
こ
そ
恨
つ
れ

　

た
え
は
て
ね
と
は
思
は
さ
り
し
を

右
哥
こ
と
は
り
よ
く
い
ひ
く
た
さ
れ
て
侍
り
／
跡
な
き
夢
よ
り
は
見
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所
あ
る
に
こ
そ

十
六
番

　
　

左
勝                   　
　

信
尭

　

よ
し
や
た
ゝ
う
ら
み
し
程
を
わ
か
科
に

　

な
し
て
も
人
の
お
も
ひ
か
へ
さ
は

　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
林

　

か＼

き
り
と
も
お
も
ひ
や
す
て
む
恨
た
に

　

あ
ら
て
た
え
ぬ
る
心
な
り
せ
は

右
哥
心
こ
と
に
め
つ
ら
し
く
か
ま
へ
出
さ
れ
た
る
誠
作
者
の
粉
骨
と

見
え
／
侍
れ
と
左
又
こ
ま
や
か
に
心
を
く
た
き
て
詠
吟
せ
る
に
や
お

ほ
よ
そ
／
責
己
は
仁
の
道
君
子
の
を
も
ん
す
る
所
な
り
い
ま
先
非
を

我
身
／
に
か
へ
り
見
て
後
会
を
人
に
期
す
る
心
其
理
可
然
に
と
り
て

／
左
を
為
勝

　
　

夜
述
懐

十
七
番

   　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
位

　

く
ら
き
夜
に
い
か
に
い
り
け
む
心
と
て

　

ま
よ
ひ
は
つ
ら
ん
敷
島
の
道

　
　

右
勝 　
　
　
　
　
　
　
　

信
尭

　

つ＼

れ
も
な
く
お
も
ひ
し
る
世
は
な
か
り
け
り

　

身
は
あ
り
明
に
ね
覚
の
み
し
て

身
は
あ
り
明
に
ね
さ
め
の
み
し
て
感
情
／
不
殊
者
也

十
八
番

　
　

左
勝                　
　

直
説

　

お＼

も
ひ
ね
の
わ
れ
さ
そ
ひ
ゆ
け
手
枕
の

　

夢
も
う
き
世
の
外
に
か
よ
は
は

　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
林

　

あ
か
つ
き
の
ま
く
ら
の
う
へ
に
し
ら
れ
つ
ゝ

　

う
き
世
は
さ
め
ぬ
夢
に
そ
あ
り
け
る

左
哥
う
き
世
を
い
と
ふ
心
ふ
か
く
夢
に
も
塵
外
を
／
し
た
ふ
趣
向
殊

あ
た
ら
し
く
心
詞
い
ひ
し
り
て
／
よ
ろ
し
尤
可
勝

　
　

社
頭
祝

十
九
番

   　

左                  　
　
　

直
説

　

萬
代
の
ひ
か
り
も
し
る
し
神
垣
や

　

玉
松
か
え
の
と
き
は
か
き
は
に

   　

右
勝 　
　
　
　
　
　
　
　

信
尭

　

神
か
せ
に
し
ら
ゆ
ふ
そ
へ
て
千
早
振

　

い
す
ゝ
川
波
か
け
ぬ
日
も
な
し

左
玉
松
か
え
も
光
な
き
に
あ
ら
さ
れ
と
も
右
の
／
五
十
鈴
川
敬
神
の

心
を
こ
た
ら
さ
る
趣
し
か
る
へ
し
／
猶
ま
さ
れ
る
に
や

二
十
番

　
　

左
持 　
　
　
　
　
　
　
　

正
位

　

た
の
も
し
な
我
た
つ
杣
の
は
し
め
よ
り

　

い
は
ひ
そ
め
て
し
七
の
御
社

　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
林

　

す
み
よ
し
の
松
の
こ
と
の
は
い
く
代
し
も

　

か
は
ら
し
道
と
神
そ
し
る
ら
む

左
の
日
吉
右
の
住
吉
凡
俗
の
詞
を
も
て
優
劣
を
／
さ
た
め
か
た
し
神

感
に
ゆ
つ
り
て
持
と
す
へ
し
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御
判　
　

三
条
西
殿

点
者　
　

冷
泉
院
殿

正
位　

勝
四　
　

負
四　
　

持
二

一
林　

勝
一　
　

負
七　
　

持
二

直
説　

勝
三　
　

負
四　
　

持
三

信
尭　

勝
七　
　
　
　
　
　

持
三

受
領
日　

二
〇
一
五
年
五
月
十
一
日

受
理
日　

二
〇
一
五
年
六
月
十
日　
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図
版
Ａ　

飛
鳥
井
雅
親
真
筆
和
歌
懐
紙

図
版
Ｂ　

飛
鳥
井
雅
親
真
筆
短
冊
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図
版
Ｃ  

康
正
元
年
内
裏
歌
合　

冒
頭

図
版
Ｄ  

康
正
元
年
内
裏
歌
合　

末
尾
近
く
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伝飛鳥井雅親筆歌合二点

図
版
Ｅ  

二
十
番
歌
合　

冒
頭

図
版
Ｆ  

二
十
番
歌
合　

末
尾
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